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本日は、お忙しいところ、当社の決算説明会にお集まりいただき、

ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解・ご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

ただ今から、2015年3月期 第2四半期決算と通期見通しについて、

ご説明させていただきます。
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2015年3月期 第2四半期は、増収・増益の決算となりました。

連結売上高は、LNG価格の上昇に伴い、

原料費調整制度に基づくガス販売単価が上昇したことなどから、

前年と比べて4.1％、273億円の増収となり、6,976億円となりました。

連結経常利益は、スライド差損が解消して差益に転じたことにより、

ガス粗利益が増加したことなどから、前年と比べて21.3％、101億円増益の、578億円となりました。

連結四半期純利益は、投資有価証券売却益を計上したことなどから、

前年と比べて50.1％、158億円増益の、475億円となりました。

大阪ガス個別のガス販売量について、家庭用は、

前年を0.6％下回る、7億8,500万m3となりました。

商業用・公用・医療用は、需要開発による増加はあるものの、

夏場の気温が前年より低く推移し、冷房需要が減少したことなどにより、

前年を5.7％下回る、7億3,000万m3となりました。

工業用は、お客さま先の設備の稼働が減少したことや、

関係会社が行う一部のＩＰＰでの契約満了を受けて、

大口ガス供給から自家使用にカウント方法を変更した影響などにより、

前年を3.4％下回る、20億6,000万m3となりました。
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続きまして、2015年3月期 第2四半期の決算を、7月に発表した見通しとの対比でご説明します。

連結売上高は、主にガス売上高が減少したことなどから、

見通しを1.7％、金額にして123億円下回りました。

連結経常利益は、スライド差益が拡大し、ガス粗利益が増加したことや、

ガス事業の費用が減少したことなどから、

計画を19.3％、金額にして93億円上回りました。

大阪ガス個別のガス販売量について、家庭用は、

春先の水温が想定より高く推移し、給湯需要が減少したことなどから、

見通しを1.5％下回りました。

商業用・公用・医療用は、夏場の気温が想定より低く推移し、冷房需要が減少したことなどにより、

見通しを1.3％下回りました。

工業用は、お客さま先の設備の稼働減少などにより、見通しを2.8％下回りました。

新規事業拡大投資は、海外上流事業、国内電力事業の意思決定済み案件を中心に、

390億円を実行しており、年間計画額の35％にあたる進捗となっています。
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ただ今ご説明しました、ガス販売実績を、こちらにまとめております。

連結ガス販売量は、

前年を3.0％下回り、見通しを2.2％下回る、38億1,200万m3となりました。

工業用分野を見てみますと、

化学、機械、ガラスなどの業種で、ガス販売量が前年を下回って推移しており、

お客さまの今後の動向を注視する必要があると考えています。
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こちらには、2015年3月期 第2四半期の決算数値を、

まとめておりますので、ご確認下さい。
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資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、ご覧の通りです。

設備投資は、三重・滋賀ライン、姫路・岡山ラインが昨年度に開通したことにより

基幹導管投資が減少する一方で、発電設備への投資が増加したことなどから、

前年並みの558億円となりました。

ROA・ROEは、それぞれ前年を上回る 2.8%、5.8%となりました。
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新規事業拡大投資計画の進捗について、ご説明します。

上半期は、これまでに既に意思決定していた海外上流案件、国内電力事業案件を中心に、

計390億円の投資を実行しました。

また、2009年4月から5年半での累計意思決定金額は5,350億円となりました。

引き続き、成長のための投資を進めてまいります。

なお、フリーポート液化プロジェクトにおいて

当社が出資を予定している第一系列について、

近日中に、プロジェクト会社が、国際協力銀行及び民間金融機関と

融資契約を締結する見通しです。

また、米国エネルギー省（DOE）からの最終輸出許可が下りた後に、

銀行団からの初回借入れに合わせて当社からの出資を実行し、

プロジェクトの建設を開始する予定です。

当社は、事業運営に直接参画することによりプロジェクトを確実に立ち上げ、

2018年のLNG出荷開始を目指してまいります。
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続いて、2015年3月期通期の見通しについて、ご説明します。

まず、下期の前提諸元については、足元の状況などを反映し、

原油価格を1バレル105ドル、為替レートを1ドル110円としています。

ガス販売量は、下期の家庭用を当初見通しの通りとする一方で、

業務用その他では、お客さま設備の稼働減少などが下期も続くとして、

前回見通しを3,800万m3下回ると想定しています。

連結経常利益につきましては、

ガス販売量の減少やスライド差益の縮小などに伴い、

ガス粗利益が減少すると想定する一方で、

電力事業利益の増加などを見込み、

前回見通し通りの1,000億円を想定しています。
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こちらには、通期のガス販売量の見通しを、

前年と比較して整理しています。

家庭用は、ほぼ前年並みの22億300万m3、

商業用・公用・医療用は、前年を5.2%下回る14億4,900万m3、

工業用は、前年を3.0%下回る42億m3、

連結ガス販売量は合計で、

前年を2.3％下回る83億6,100万m3となる見通しです。
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こちらに、通期の収支見通しを、前年と比較して整理しております。

売上高は、前年を4.6％上回る1兆5,815億円、

営業利益が、前年を1.4％下回る980億円、

経常利益が、前年を5.7％下回る1,000億円となる見通しです。
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最後になりますが、資産・負債項目や、主な財務指標の見通しを、

こちらに、まとめておりますので、ご確認下さい。

通期のROA・ROEは、それぞれ、4.3%、9.1%となる見通しです。

お手元には、ご参考資料として、

さらに詳細な、決算の差異分析資料や、セグメント別内訳などの資料を

付けておりますので、あわせてご覧下さい。

当社は、2012年2月の料金改定以降、経営効率化に努めてまいりました。

前回から概ね３年を迎えることから、経営効率化の成果をお客さまに還元すべく、

できるだけ早いタイミングでのガス料金引下げについて具体的な検討を始めております。

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。

ありがとうございました。
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